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2025年 2.5 人で75歳以上 1人を支 える 1.7 人で75歳以上 1人を支える

2040年 1.8 人で75歳以上 1人を支 える 1.2 人で75歳以上 1人を支える

2050年 1.5 人で75歳以上 1人を支 える 1.0 人で75歳以上 1人を支える

0.566165538

0.531477212

75歳以上 1人を
20～ 74歳で支える

75歳以上 1人を
20～ 64歳で支える

0.787185355

後期高齢者を支える担い手

前期高齢者を含む 前期高齢者を含まない
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20～ 74歳 で支 え る

75歳 以 上 1人 を
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■その人の生活・人生を尊重し、その有する能力に応じ、できる限り自立した生活を送れ

るように支援すること 即ち・・・「自立支援」 （＝介護保険の基本理念） 

介護保険法（抜粋）の基本理念 

(目的) 

第一条 この法律は、加齢に伴って生ずる心身の変化に起因する疾病等により要介護状態

となり、入浴、排せつ、食事等の介護、機能訓練並びに看護及び療養上の管理その他の

医療を要する者等について、これらの者が尊厳を保持し、その有する能力に応じ自立し

た日常生活を営むことができるよう、必要な保健医療サービス及び福祉サービスに係る

給付を行うため、国民の共同連帯の理念に基づき介護保険制度を設け、その行う保険給

付等に関して必要な事項を定め、もって国民の保健医療の向上及び福祉の増進を図るこ

とを目的とする。 
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(介護保険) 

第二条 介護保険は、被保険者の要介護状態又は要支援状態(以下「要介護状態等」という。)

に関し、必要な保険給付を行うものとする。 

2 前項の保険給付は、要介護状態等の軽減又は悪化の防止に資するよう行われるととも

に、医療との連携に十分配慮して行われなければならない。 

3 第一項の保険給付は、被保険者の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、被保

険者の選択に基づき、適切な保健医療サービス及び福祉サービスが、多様な事業者又は

施設から、総合的かつ効率的に提供されるよう配慮して行われなければならない。 

4 第一項の保険給付の内容及び水準は、被保険者が要介護状態となった場合においても、

可能な限り、その居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことが

できるように配慮されなければならない。 

(国民の努力及び義務) 

第四条 国民は、自ら要介護状態となることを予防するため、加齢に伴って生ずる心身の

変化を自覚して常に健康の保持増進に努めるとともに、要介護状態となった場合におい

ても、進んでリハビリテーションその他の適切な保健医療サービス及び福祉サービスを

利用することにより、その有する能力の維持向上に努めるものとする。 

2 国民は、共同連帯の理念に基づき、介護保険事業に要する費用を公平に負担するものと

する。 

(介護支援専門員の義務) 

第六十九条の三十四 介護支援専門員は、その担当する要介護者等の人格を尊重し、常に

当該要介護者等の立場に立って、当該要介護者等に提供される居宅サービス、地域密着

型サービス、施設サービス、介護予防サービス若しくは地域密着型介護予防サービス又

は特定介護予防・日常生活支援総合事業が特定の種類または特定の事業者若しくは施設

に偏ることの内容、公正かつ誠実にその業務を行わなければならない。 
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介
護

予
防

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
の

た
め

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・
課

題
分

析
シ

ー
ト
（
1
）
 　

様

領
域

主
な
内
容

★

筋
力
低
下
、
痛
み

（そ
れ
は
な
ぜ
か
？
→
そ
れ
は
な
ぜ
か
？
）

立
ち
上
が
り
：

片
足
立
ち
：

室
内
：

屋
外
：

転
倒
傾
向

移
動
範
囲

活
動
性

買
い
物

（そ
れ
は
な
ぜ
か
？
→
そ
れ
は
な
ぜ
か
？
）

食
欲

献
立
考
え
る

調
理

火
の
不
始
末

掃
除

整
理
整
頓

ゴ
ミ
捨
て

洗
濯

電
気
機
器
類
の
操
作

金
銭
の
管
理

電
話
の
利
用

日
常
の
意
思
決
定

書
類
等
の
手
続
き

情
報
へ
の
関
心

悪
徳
商
法
へ
の
注
意

花
木
や
動
物
の
世
話

衣
服
の
着
脱

洗
顔
・
整
髪

爪
き
り

意
思
疎
通

（そ
れ
は
な
ぜ
か
？
→
そ
れ
は
な
ぜ
か
？
）

家
庭
で
の
役
割

地
域
で
の
役
割

趣
味
や
楽
し
み

生
き
が
い
な
ど

社
会
参
加
へ
の
意
欲

以
前
参
加
し
て
い
た
活
動

他
者
と
の
交
流

① ② ③① ② ③

課
題
の
背
景
・
原
因

本
人
・
家
族
の
意
欲
・
意
向

目
標
と
提
案

利
用
者
名
：

日
付
：

記
入
者
：

視
点

ア
セ
ス
メ
ン
ト
項
目

具
体
的
な
状
況

で
き
る
こ
と
・
で
き
る
部
分

支
え
の
必
要
性

Ｂ  日 常 生 活 ・ 家 庭 生 活 に つ い て

家
事
（
買
い
物
・
調

理
・
掃
除
・
選
択
・
ご

み
捨
て
等
）
や
、
住

居
、
経
済
の
管
理
、

花
木
や
ペ
ッ
ト
の
世
話

な
ど
を
行
っ
て
い
る
か

ど
う
か
の
状
況
。

Ａ  運 動 ・ 移 動 に つ い て

自
ら
行
き
た
い
場
所

に
移
動
す
る
た
め
の

手
段
を
と
り
い
れ
る
か

ど
う
か
。

乗
り
物
を
操
作
す
る
、

歩
く
、
走
る
、
昇
降
す

る
、
様
座
な
交
通
を

用
い
る
こ
と
に
よ
る
移

動
を
行
え
て
い
る
か
ど

う
か
。

歩
行
状
況

移
動
手
段

Ｃ  社 会 参 加 ・ 対 人 関 係 ・ コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン

状
況
に
見
合
っ
た
社

会
的
に
適
切
な
方
法

で
、
人
々
と
交
流
し
て

い
る
か
、
ま
た
、
家

族
・
近
隣
の
人
と
の
人

間
関
係
が
保
た
れ
て

い
る
か
。

仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
老
人
ク
ラ
ブ
や

町
内
会
行
事
へ
の
参

加
状
況
や
家
族
内
や

近
隣
に
お
け
る
役
割

の
有
無
な
ど
の
内
容

や
程
度
は
ど
う
か
。

外
出
頻
度
と

外
出
の
目
的

① ② ③

あ
る

な
い

自
分

家
族

ヘ
ル
パ
ー
等

知
人

あ
る

な
い

自
分

家
族

ヘ
ル
パ
ー
等

し
て
い
る

し
て
い
な
い

あ
る

な
い

し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
て
い
る

し
て
い
な
い

被
害
経
験
あ
り

し
て
い
る

し
て
い
な
い

月
2～
3回
程
度

殆
ど
出
な
い

ほ
ぼ
毎
日

週
2～
3回

週
1回
程
度

あ
る

な
い

あ
る

な
い

あ
る

な
い

あ
る

な
い

あ
る

な
い

あ
る

な
い

あ
る

な
い

な
い

あ
る

な
い

あ
る

な
い

あ
る

独
歩

伝
い
歩
き

い
ざ
り

用
具
使
用

な
い

あ
る

室
内
の
み

庭
近
隣

市
内

徒
歩

車
(運
転
)

電
動
カ
ー

車
(同
乗
)

自
転
車

バ
ス

バ
イ
ク

タ
ク
シ
ー

よ
く動
く

臥
床
が
多
い

座
位
が
多
い

独
歩

伝
い
歩
き

い
ざ
り

用
具
使
用
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